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第 基本方針

国内の景気は、緩やかな回復基調といわれ

ているところでありますが、産業廃棄物の業

界においては、回復基調とまでは至っていな

い状況であります。

こうした状況下において第 次安倍改造内

閣は、これまでのアベノミクス「三本の矢」を

束ねて一層強化した「一億総活躍社会」を掲

げ、我が国経済の活性化策として「賃上げに

よる労働配分率の向上」、「生産性革命による

設備投資の拡大と生産性の向上」、「働き方改

革による労働参加率の向上等」により「希望を

生み出す強い経済」を目指すとしているとこ

ろであります。我が国の産業界が大きく発展

し、その産業界の発展の中で当業界も発展す

ることを期待するものであります。

産業廃棄物処理業界にとりまして今年度

は、前回の産業廃棄物処理法の改正から 年

が経過しているところで、産業廃棄物処理法

の改正が本格的に検討される年になるようで

あります。廃棄物処理法の改正は、日々の業

務に直接影響が及ぶことであります。この動

向には最大限の注意を払い、国の動き等を迅

速に情報収集して早期に皆様へお知らせする

こととします。

処理業界の課題としては、前回の法改正で

設けられた「優良産業廃棄物処理業者認定制

度」の普及があります。施行後、既に 年に

なろうとしていますが、認定を取得した会員

はまだ少数にとどまっております。協会では、

やがて「優良認定は業界のスタンダード」にな

るものと考えております。前年度から行って

いるところでありますが、引き続き今年度も

協会のホームページを活用した「事業情報の

公表」、「電子マニフェストの操作研修会の開

催」等を行い、認証申請の支援をし会員の優

良認定取得に向けてなお一層取り組んでいく

こととします。

会員の皆様におかれましては、協会の研修

会、講演会などには積極的に参加し、知識技

能の向上に合わせて、会員相互の交流、ネッ

トワークの形成に努め、業績の向上に繋げて

いただくようお願いします。

第 事業計画

平成 年度において取り組むべき主たる事

業を次のとおり定め、社会情勢の変化に対応

しつつ、次の事業を推進していきます。

〔実施事業〕

啓発普及事業

情報化社会に対応するため、ホーム

ページ等による情報の提供、収集の迅速

化を図るなど、情報化事業に積極的に取

り組みます。

産業廃棄物処理に関する正しい認識と

理解を県民の方に深めてもらうために、

環境フェア等での啓発、新聞広告等媒体
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をとおして啓発を行います。

産業廃棄物の適正処理、再生利用等に

関する会員の相談に幅広く応じ、必要な

情報等を提供します。また、排出事業者

や一般県民からの相談に応じ積極的に会

員業務の紹介を行います。

協会報「ぎふ環境保全」（年 回）を発行

し、会員及び関係者に情報提供を行いま

す。

「協会要覧」（会員名簿）を年 回発行

し、会員の事業の周知を行います。

県内の豊かな自然をテーマとした「オ

リジナル協会カレンダー」を作成、配布

することによって適正処理の大切さを周

知します。

産業廃棄物管理票（マニフェスト）の

普及事業

産業廃棄物の適正処理を推進するのに

有用な産業廃棄物管理票（マニフェスト）

の普及を図るため、公益社団法人全国産

業廃棄物連合会等が発行する産業廃棄物

管理票（マニフェスト）を利用者に頒布し

ます。

国、岐阜県、岐阜市及び公益財団法人

日本産業廃棄物処理振興センター等と連

携しつつ、電子マニフェストの普及促進

に努めます。

〔共益事業〕

組織強化事業

健全な産業廃棄物処理業界の発展を目

指し、引き続き会員の加入促進に努めま

す。

優良会員等の表彰を行い、その功績を

顕彰するほか、国、岐阜県及び公益社団

法人全国産業廃棄物連合会等の表彰に際

し、優良会員等を推薦します。

産業廃棄物対策基金の適正な運営管理

を行います。

会員の許可期限及び更新手続きの案内

を通知し、事務手続きを支援します。

協会活動の健全な発展を図るため、協

会の次世代を担う若者で構成する青年部

会活動を支援します。

会員の福利厚生事業等の充実に努めま

す。

調査及び研修事業

産業廃棄物処理に関する研修会等を開

催するとともに、産業廃棄物処理施設等

の視察の機会を設け、会員の知識、技術

の向上を図ります。

産業廃棄物処理業の経営の改善、労働

安全衛生研修会の実施、事業優良化の促

進を図るため、研修会、講習会等を開催

します。また、国及び岐阜県等の行う優

良産廃処理業者認定制度等の情報を積極

的に提供するとともに、優良認定の取得

に向け、「優良認定制度マニュアル」の配

付、協会のホームページを活用した「事

業情報の公表」を行います。

公益社団法人全国産業廃棄物連合会を

はじめとする関係団体が実施する産業廃

棄物の適正処理、再生利用、環境保全等

に関する調査研究等へ積極的に参加する

ように努めます。

産業廃棄物に関する情報や関係法令の

改正等に係る資料を、「保全協 」、

「協会ホームページ」等を通じて、随時会

員に提供します。

産業廃棄物処理にかかる総合情報誌
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「いんだすと」を、毎月正会員に配付しま

す。

産廃手帳（ 年版）を会員に配付しま

す。

会員に産業廃棄物処理等に関する図書

の紹介、各種資料の提供を積極的に行い

ます。

適正処理支援事業

産業廃棄物処理関係の会議等へ積極的

に参加し、会員の要請に応じて産業廃棄

物の適正処理や再生利用に関する技術情

報の提供等に努めます。

産業廃棄物の適正処理、再生利用等を

一層推進するため、会員の産業廃棄物処

理施設の巡回指導を行います。また、不

法投棄の恐れのある地域のパトロールを

行い、不法投棄の防止、早期発見に努め

ます。

協力交流事業

公益社団法人全国産業廃棄物連合会・

中部地域協議会、公益財団法人日本産業

廃棄物処理振興センター、一般財団法人

日本環境衛生センター等との交流を図

り、情報の共有や相互支援の確立に努め

ます。

産業廃棄物関係団体が行う産業廃棄

物、特別管理産業廃棄物処理業に関する

各種講習会、研修会の実施に協力します。
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廃水銀等の特別管理産業廃棄物への指定について
岐阜県環境生活部廃棄物対策課

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（以下「政令」という。）等が昨年改正され、平成 年

月 日から施行されました。

今回の改正では、廃水銀等（廃水銀及び廃水銀化合物のうち、事業活動に伴って生じたもの及

び輸入されたもの、人の健康又は生活環境に係る被害を生ずるおそれのあるものとして環境省令

で定めるもの）及び廃水銀等を処分するために処理したもの（表 ）が特別管理産業廃棄物として

新たに指定されました。

特別管理産業廃棄物処理業の許可について

月 日以降に廃水銀等を収集運搬又は処分を行う場合には、事業の範囲に廃水銀等を含む

特別管理産業廃棄物処理業の許可が必要です。

既に産業廃棄物処理業又は特別管理産業廃棄物処理業の許可を有している方であっても、新

たに廃水銀等の処理を 月 日以降行おうとする場合には、特別管理産業廃棄物処理業の許可
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表 特別管理産業廃棄物に指定される廃水銀等

特定の施設において生じた廃水銀等
（水銀使用製品が産業廃棄物となったものに封入された廃水銀等を除く。

水銀若しくはその化合物が含まれている物又は水銀使用製品廃棄物から水銀を回収す
るための施設

水銀使用製品の製造の用に供する施設

灯台の回転装置が備え付けられた施設

水銀を媒体とする測定機器（水銀使用製品を除く。）を有する施設

国または地方公共団体の試験研究機関

大学及びその附属試験研究機関

学術研究又は製品の製造若しくは技術の改良、考案若しくは発明に係る試験研究を行
う研究所

水銀若しくはその化合物が含まれている産業廃棄物又は水銀使用製品が産業廃棄物と
なったものから回収した廃水銀

廃水銀等を処分するために処理したもの（ 環境省令で定める基準に適合しない者に限
る。）

環境省令で定める基準は水銀の精製設備を用いて行われる精製に伴って生じた残さであ
ること



又は事業範囲の変更の許可が必要となりますので、申請する際は余裕をもって手続きを行って

ください。

許可申請から許可まで通常 日程度要します（先行許可証の提出があった場合は、 日程

度。）

特別管理産業廃棄物管理責任者の設置について

廃水銀等が特別管理産業廃棄物に指定されたことにより新たに特別管理産業廃棄物を生ずる

こととなった事業場を設置している事業者は、当該特別管理産業廃棄物に関する業務を適切に

行わせるため、事業場毎に特別管理産業廃棄物管理責任者を設置する必要があります。

特別管理産業廃棄物の収集運搬に係る処理基準及び保管基準の追加について

特別管理産業廃棄物に廃水銀等が指定されたことに伴い、収集運搬に係る処理基準及び保管

基準に、新たに表 の基準が追加されました。

お問い合わせについて

政令改正に関する内容、特別管理産業廃棄物に該当する廃水銀等の確認、許可申請に関する

ことなど、ご不明な点がございましたら廃棄物対策課又は所管の岐阜地域環境室、各県事務所

までお問い合わせください。

お問い合わせ先

岐阜県庁ホームページ

トップ くらし・防災・環境 ごみ・リサイクル 廃棄物 問い合わせ一覧
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表 収集運搬に係る処理基準

収集運搬に係る処理基準
特別管理産業廃棄物の一般的な収集運搬に係る処理基準に加え、

運搬容器に収納して収集し、又は運搬すること。

運搬容器は、密閉できることその他の構造（収納しやすいこと及び損傷しにくいこと）
を有する者であること。

積替え又は保管基準
特別管理産業廃棄物の一般的な積替え又は保管基準に加え、

容器に入れて密封することその他の当該廃棄物の飛散、流出又は揮発の防止のために
必要な措置を講ずること。

高温にさらされないために必要な措置を講ずること。

腐食の防止のために必要な措置を講ずること。



「ぎふ地球環境塾について」

岐阜県西濃県事務所環境課

西濃県事務所の管内は、岐阜県の西南部に位置し、大垣市、海津市、養老郡、不破郡、安八郡

の 市 郡 町からなっています。

当地域の大半は、揖斐川・長良川・木曽川の 大河川の流域で形成された濃尾平野に属し、こ

の地域特有の「輪中」が存在する全国有数の水郷地帯を形成しており、豊かな自然に恵まれていま

す。

また、古くから東西交通の要衝として栄え、豊富な水と交通条件など恵まれた環境を背景に、

紡績産業や精密機械製造業など多くの製造業が集積しており、県内製造品出荷額の を占め

るなど、県内の主要な工業地域となっています。

こうした地域環境のもと、将来の環境保全推進者を育てる人づくりを目標に、平成 年度に県

が主体となって住産官学協働で「ぎふ地球環境塾」が設立されました。

平成 年度からは、運営を地域の に移管し、現在に至っています。

それでは、開設 年を迎える「ぎふ地球環境塾」をご紹介します。

現在「ぎふ地球環境塾」は、海津市の日本環境管理センターを主会場に、輪之内町に拠点を置く

法人『ピープルズコミュニティ』が運営を担い、西濃地域の小学 ・ ・ 年生児童とその

保護者約 組が、身の回りの環境問題について学んでいます。

講座は、 月から 月までの 年間、毎月第 土曜日（県民環境の日）の午前中おおむね 時間、

親子で一緒に体験型実習や座学など楽しく学んでいます。

講師には、環境問題に取り組む地元の大学や企業の担当者が務め、さらに多くの企業に協賛を

いただくなど、西濃地域の住産官学が協働して環境教育に取り組んでいます。

各回、 時間 単位で 単位の講座を開催し、環境哲学に基づいた講義や草木染め、自然観察

会といった頭と体で学べる講座を行っています。また講義の間にレクリエーションを加えたり、

体験実習や施設見学等を数多く取り入れるなど、子どもたちが飽きないよう工夫し、また保護者

の方も一緒に学んでいただくことにより、家庭での話題作りになるよう努めています。

参加者からも、「親子で一緒に活動できた。」「身近な環境問題に家族で関心を持つことができ

た。」などの感想が寄せられています。

今後もこの「ぎふ地球環境塾」を通じて、一人でも多くの方が環境問題に関心を持ち、具体的な

環境保全活動に取り組まれることを期待しています。
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昨年度の様子

おさかなウオッチング 土のはたらき

徳山ダム見学 草木染め（藍染め体験）

開催日 講 義 内 容

月 開講式

環境を勉強する意味について

環境を保つための生物多様性って何？

月 ビンのリサイクル

ワークショップ（牛乳パックの竹とんぼ作り）

森 里 海のつながり─魚附林（うおつきりん）─

月 徳山ダム見学会

月 トレーのリサイクル

薪と森林再生

循環型社会のしくみ（とうもろこし種まき）

月 草木染め（藍染め体験）

月 おさかなウオッチング
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平成 年度 ぎふ地球環境塾カリキュラム

開催日 講 義 内 容

月 トイレの話

循環型社会のしくみ（とうもろこし収穫）

月 夜空の星々と光環境

自然と人

月 自然環境の保全活動

ワークショップ（廃油石けん作り）

使用済み液体の回収 精製

月 環境と経済のしくみ（お金の流れ方）

世界の水問題とつながる足もとの水環境

月 環境にやさしい物流（車社会）

水と西濃（カワバタモロコの生態）

月 地球温暖化について考えよう

修了式



環境への負荷が少ない持続可能な
「循環型都市」を目指して

関 市 長 尾 関 健 治

一般社団法人岐阜県産業環境保全協会並びに協会員の皆様におかれましては、日々の産業廃棄

物の適正処理をはじめとする環境行政に対して、格別のご尽力を賜り厚くお礼申し上げます。

関市は、日本の人口重心地を持ち、東海北陸自動車道、東海環状自動車道が結節する日本の真

ん中に位置し、鎌倉時代より、名刀「関の孫六」に代表される刀鍛冶の地としてその名を知られ、

その技術を今に伝えて優れた刃物製品を生産する「日本一の刃物のまち」です。

また、清流で名高い長良川での古式ゆかしい「小瀬鵜飼」や、毎年 月に開かれる「刃物まつり」

など、全国から多くの観光客が訪れます。長良川・小瀬河畔で繰り広げられる古式漁法「小瀬鵜飼」

は国指定重要無形民俗文化財に指定されているとともに、昨年 月には「清流長良川の鮎」が世界

農業遺産に認定され、関市はますます注目されています。

関市では、昭和 年に「分ければ資源、混ぜればごみ」を合い言葉にカン・ビンの分別に着手し、

現在では全 品目にわたる「市民リサイクル事業」を推進しており、豊かな環境を将来の世代に引

き継ぐため、環境への負荷が少ない持続可能な「循環型都市」を目指しています。そのための政策

として「廃棄物の発生抑制」は重要な課題であり、ごみの減量とリサイクルの推進、ごみ処理費用

の負担の公平化、ごみ処理費用の確保を目的に、家庭ごみの有料化に向けた検討を重ね、市内各

地で住民説明会を開いて市民の皆さんにご理解とご協力をお願いし、この 月から家庭ごみの有

料化がスタートしました。

また、秋には環境フェアを行い、環境保全活動に積極的に取り組んでいる市民団体や事業者、

小学校などの活動を広く知っていただくとともに、相互の情報交換を図っているほか、環境講演

会を開いて、市民の皆さんに自然環境や生活環境に関する現状や課題、対策などをともに考えて

いただく機会としています。

これからも、先人が大切に守り育て、受け継がれてきた関市の恵まれた自然環境を、今を生き

る我々の責務として将来の世代へ引き継いでいくため、市民・団体・事業者・行政が協働して、

環境への負荷が少ない持続可能な「循環型都市」の実現を目指していきます。

最後に、今後とも廃棄物行政にご理解とご協力をお願いするとともに、貴協会の益々のご発展

と会員の皆様のご健勝とご多幸を心よりご祈念申し上げます。

─ ─

シ リ ー ズ

わがまちの環境保全と対策



（一社）岐阜県産業環境保全協会

理事会の開催
平成 年度第 回理事会が、平成 年 月
日 に「ふれあい福寿会館」で開催されまし

た。
最初に報告事項として次のことが報告され
ました。

会議報告
（公社）全国産業廃棄物連合会第 回マ
ニフェスト推進委員会（平成 年 月
日開催）

（公社）全国産業廃棄物連合会中部地域
協議会第 回専務理事会議（平成 年
月 日開催）

（公社）全国産業廃棄物連合会第 回全
国正会員事務局責任者会議（平成 年
月 日開催）

（公社）全国産業廃棄物連合会第 回総
務倫理委員会（平成 年 月 日開催）
委員会報告
総務委員会
第 回委員会（ 月 日）の協議結果
研修指導委員会
第 回委員会（ 月 日）の協議結果
広報編集委員会
第 回委員会（ 月 日）の協議結果
適正処理委員会
第 回委員会（ 月 日）の協議結果
青年部会報告
第 回役員会（ 月 日）の開催結果
年末勉強会（ 月 日）の開催結果

続いて、次の議案について審議が行われ、
いずれも原案どおり可決承認されました。
第 号議案 平成 年度事業計画（案）につ

いて
第 号議案 平成 年度予算（案）について
第 号議案 新規加入会員の承認について
続いて、その他として「 月末における会

計収支報告」についての報告がされました。

また、「食品廃棄物の転売事案に係る不正処
理」に関しても報告説明されました。

委員会報告
平成 年 月 日
第 回研修指導委員会を開催し、「当委員
会が所管する平成 年度事業計画案」に
ついて協議し原案のとおり承認しました。
第 回広報編集委員会を開催し、「当委
員会が所管する平成 年度事業計画案」
及び協会報「ぎふ環境保全第 号の編集
方針」について協議し原案のとおり承認
しました。
平成 年 月 日
第 回総務委員会を開催し、「当委員会
が所管する平成 年度事業計画案」につ
いて協議し原案のとおり承認しました。
第 回適正処理委員会を開催し、「当委
員会が所管する平成 年度事業計画案」
について協議し原案のとおり承認しまし
た。また、今後の不法投棄産業廃棄物の
撤去について協議し、先にルール（県・
市の関与、当協会の負担限度額等）を定
めてから行うこととしました。

青年部会の動向
平成 年 月 日
平成 年度第 回役員会が開催され「岐
阜市まるごと環境フェア」、「年末勉強会」

─ ─

協 会 だ よ り

第 回理事会



等について協議が行われました。
平成 年 月 日
平成 年度第 回役員会が開催され「平
成 年度総会」、「役員の補充」等につい
て協議が行われました。
平成 年 月 日
「スプリングカンファレンス ）」が仙
台市内で開催され、仙台市・名取市沿岸
部の視察と勉強会が行われました。この
会議には粥川青年部会長はじめ 名が出
席しました。また、全国から参加された
青年部員や協会役員の方々との情報交換
などの交流が行われました。
平成 年 月 日
平成 年度第 回役員会が開催され、「第
回定時総会」等について協議が行われ

ました。

（公社）全国産業廃棄物連合会

全国正会員会長・理事長会議
平成 年 月 日 に、「平成 年度全国

正会員会長・理事長会議」が、神戸市内の「ホ
テルオークラ神戸」で開催され、「平成 年度
事業運営概要について」を議題に、 事業計
画骨子案 人材育成方策検討 廃棄物処理法
の見直しに係る意見等について協議されまし
た。この会議には、粥川理事長と長谷部専務
理事が出席しました。

マニフェスト推進委員会
平成 年 月 日 に、第 回のマニフェ

スト推進委員会が開催され、紙マニフェスト
と電子マニフェストの利用状況、電子マニ
フェスト運用支援事業等について協議が行わ
れました。この委員会には、長谷部専務理事
が委員として出席しました。

総務倫理委員会
平成 年 月 日 に、第 回の総務倫理

委員会が開催され、食品廃棄物の不適正処理
事案、食品廃棄物の不適正処理の防止（再発
防止策）について協議が行われました。この
委員会には、粥川理事長が委員として出席し
ました。

全国正会員事務局責任者会議
平成 年 月 日 に、「平成 年度第

回正会員事務局責任者会議」が、東京都内の
「アジュール竹芝」で開催され、「平成 年度
事業計画骨子」、「電子マニフェスト運用支援
事業」、「廃棄物処理法等の見直しに関する連
合会意見書の作成状況」等について説明や協
議が行われました。この会議には、長谷部専
務理事と青山事務局長が出席しました。

中部地域協議会

全体会議
平成 年 月 日 に、「平成 年度中部

地域協議会第 回全体会議」が、四日市市内
のプラトンホテル四日市で開催され、「平成
年度の事業計画・収支予算」、「平成 年度の
業許可講習会の開催予定」、「（公社）全産連会長
表彰候補者の推薦」、「（公社）全産連の平成
年度事業計画骨子案」等について協議が行わ
れました。この会議には、粥川理事長、丹羽
副理事長及び長谷部専務理事が出席しました。

専務理事会議
平成 年 月 日 に、「平成 年度第

回専務理事会議」が、四日市市内において開
催され、「平成 年度事業計画、収支予算」、
「平成 年度業許可講習会の開催予定」、「（公
社）全産連会長表彰候補者の推薦」等について
協議されました。
また、会議に先立ち、四日市市内にある九
鬼産業 へ訪問し、ごま油製造工程の視察・
見学をしました。この会議には、長谷部専務
理事が出席しました。

─ ─

協 会 だ よ り



その他

産業廃棄物処理実務者研修会
平成 年 月 日 に、（公社）全国産業廃

棄物連合会が主催し当協会が会場準備や受付
業務などに協力する方法で開催している「産
業廃棄物処理実務者研修会（基礎コース）」が、
岐阜市内のふれあい福寿会館で開催されまし
た。この研修会は、排出事業者及び処理業者
において産業廃棄物を取り扱う実務担当者
に、委託契約書、マニフェスト及び帳簿等に
関する幅広い知識を習得・再認識していただ
くことを目的に開催されるもので、当日は実
務に携わる担当者 人が参加されました。

廃棄物処理法に関する法令講習会
平成 年 月 日 に、岐阜県と岐阜県食

品衛生協会、岐阜県産業環境保全協会の合同
開催で「産業廃棄物処理法に関する法令講習

会」が岐阜市内の「ぎふ清流文化プラザ」で行
われました。この講習会は、廃棄食品が不適
正に転売された事案を受けて開催されたもの
で、「廃棄物の適正処理に向けて」、「コンプ
ライアンスと食品衛生法」について講習が行
われました。当日は、岐阜県食品衛生協会員、
岐阜県産業環境保全協会員など 人が参加
されました。

─ ─

協 会 だ よ り

法令講習会

新規加入会員の紹介
【正 会 員】

加入日 会 員 名
代表者職氏名

住 所
電 話 番 号 業 の 区 分 備 考

山中 晶
（カワハタ商店）

安八郡安八町南今ケ渕 収集運搬業

会員数の状況
正 会 員

賛 助 会 員

特 別 会 員

合 計

（平成 年 月 日現在）



─ ─

お 知 ら せ

岐阜県及び岐阜市の平成 年 月 日付で行われた、人事異動をお知らせします。

岐阜県の人事異動（関係分）
環境生活部

現 職 名 転 入 者 転入前職名 前 任 者 転出先職名

部長 桂 川 淳 森林文化アカデミー副学長兼事務局長 安 福 正 寿 教育委員会副教育長

廃棄物対策課

現 職 名 転 入 者 転入前職名 前 任 者 転出先職名

管理調整監 生 田 直 人 多治見土木事務所施設管理課長 岡 田 知 也 行政管理課長

（管理調整係）

主査 宮 嶋 泰 徳 清流の国推進部地域スポーツ課主査 和 田 和 也 健康福祉部健康福祉政策課主査

（企画調査係）

主査 薫 田 裕 久 中濃県税事務所主査 蒲 祐 輔 県民生活相談センター企画係長

（一般廃棄物係）

主査 森 建 憲 健康福祉部地域医療推進課主査 今 峰 充 敏 岐阜土木事務所用地第一係長

主任技師 田 中 慎 吾 危機管理部消防課主任技師 今 村 和 基 西濃県事務所主任技師

（産業廃棄物係）

技術課長補佐兼係長 鈴 木 教 明 揖斐県事務所技術課長補佐兼環境保全係長 永 井 磨 智 東濃保健所生活衛生課長

技師 加 藤 大 和 新規採用 ── ──

（監視指導係）

主査 酒 井 貴 志 商工労働部商工政策課主査 野 田 知 宏 健康福祉部健康福祉政策課主査

課長補佐 大 野 藤 逸 再任用 ── ──

岐阜市の人事異動（関係分）
環境事業部

現 職 名 転 入 者 転入前職名 前 任 者 転出先職名

部長 浅 野 裕 之 次長 林 俊 朗 退職

次長 久 米 規 文 自然共生部自然共生政策課長 浅 野 裕 之 部長

産業廃棄物指導課

現 職 名 転 入 者 転入前職名 前 任 者 転出先職名

課長 篠 田 桂 一 産業廃棄物特別対策課長 桂 川 芳 久 寺田プラント場長



─ ─

お 知 ら せ

平成 年度 産業廃棄物処理業の許可申請等講習会日程

平成 年度の産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会（新規・更
新）、特別管理産業廃棄物管理責任者講習会の本県及び近県の開催日程は、下記のとおりです。

岐阜県講習会会場 ふれあい福寿会館（岐阜県県民ふれあい会館） 岐阜市薮田南

講習会の申込み手続き

インターネットによる申込み
インターネット申込みの詳細は、（公財）日本産業廃棄物処理振興センターのホームページ
をご覧ください。【 】

郵送による申込み（岐阜県の場合）
受講を希望される方は、あらかじめ当協会に電話（ ）で問い合わせのうえ、
受講予約をしてください。
受講希望者が定員（各 名）に達したときは、受付を終了します。
受講の手引き（受講申込書等）は、当協会又は岐阜県岐阜地域環境室、岐阜県各事務所環境
課（岐阜市の場合は、岐阜市産業廃棄物指導課）で入手してください。

（注）岐阜県以外については、直接開催県の協会へ受講の受付が可能であるかをお問い合わせく

ださい。

（公社）静岡県産業廃棄物協会

（一社）愛知県産業廃棄物協会

（一社）三重県産業廃棄物協会

開催県
新 規 更 新

特管責任者
産廃収運 産廃処分 特管産廃収運 特管産廃処分 産 廃 収 運・

特管産廃収運
産 廃 処 分・
特管産廃処分

岐阜

静岡 （ 年） （ 年）
（ 年）

愛知

（ 年）

（ 年）
（ 年）

三重



─ ─

お 知 ら せ
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お 知 ら せ
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お 知 ら せ

産業廃棄物処理業の許可の
有効期限にご注意ください

産業廃棄物処理業の許可の有効期限は 年です。

許可は更新手続きをしないと失効します。

このようなことにならないよう、許可証の有効期限がいつになっているのか、常に

注意しておきましょう。

当協会では、岐阜県・岐阜市の許可については、会員企業へ許可満了日到来の 年前に許

可期限が到来する旨のお知らせを行って講習会の受講を促し、さらに許可期限の満了 ヶ月

前に更新の手続きをお知らせしておりますが、他県の許可を取得している方は、特に細心の

注意が必要となります。

更新許可申請には、産業廃棄物又は特別管理産業廃棄物処理業の許可申請に関する講習会

の修了証の写しを添付する必要があります。

許可申請に添付する修了証の有効期限は、原則として講習会修了日から起算して、新規講

習会修了証は 年間、更新講習会修了証は 年間とされています。

（都道府県・政令市によっては、その取扱いが異なる場合がありますので、あらかじめ確

認してください。）

許可満了日到来 ヶ月前に更新許可の申請をするためには、講習会の受講を ヶ月前位ま

でに済ませておくことをお勧めします。許可期限間近になっての講習会受講は、遠隔地で受

講しなくてはならない場合があり、時間的にも経費的にも負担が大きくなりますので、ご注

意ください。

なお、岐阜県における講習会開催日程等の詳細は、当協会まで電話にてお問い合わせください。

一般社団法人 岐阜県産業環境保全協会



─ ─

お 知 ら せ

協会組織の拡充・活性化強化を図るために

当協会は、産業廃棄物の適正な処理、積極的な再生利用等を推進することにより、生活環境の

保全、産業の健全な発展及び資源の効率的活用を図り、もって県民の福祉の向上に寄与すること

を目的としています。

産業廃棄物処理業界が健全な発展をしていくためには、より多くの方々の結束が必要であり、

組織を更に強固なものとしていくことが、肝要であります。

協会会員の増強につきましては、従来から努力しているところでありますが、未だ十分とは言

えないのが現状であります。このため、できるだけ多数の方々に入会いただき、協会組織の強化・

活性化を図ることが必要であります。

会員各位におかれましては、未加入の処理業者へは正会員に、また、排出事業者には賛助会員

として、ご入会をお勧めいただきますよう、お願いいたします。

入 会 金 正 会 員 ， 円

会 費 正 会 員 月 額 ， 円

賛助会員 年 額 ， 円

入会方法 入会には申込書を提出していただきますので、協会事務局へ電話などで

ご連絡ください。入会申込書をお送りします。また、受付後、参考資料な

どをお送りするとともに、入会金及び会費等についてお知らせします。

一般社団法人 岐阜県産業環境保全協会

岐阜市薮田南

岐阜県水産会館

協協会会へへのの入入会会ののおおすすすすめめ協会への入会のおすすめ
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お 知 ら せ

会費の納入は便利な口座振替で

会費の納入に便利な口座振替を利用しませんか。

振込手数料がいりません。

銀行などへお出かけになる手間が省けます。

支払日を気にしなくてすみ、安心です。

現在、会員の皆様に約 件のご利用をいただいております。

ご利用にあたって

．最初に一度手続きされれば、金融機関の口座から自動支払いができます。

．次の金融機関をご利用できます。その他の金融機関を利用される場合は、事務局へご確

認ください。

銀 行（十六・大垣共立）

信 用 金 庫（岐阜・大垣西濃・関・東濃・八幡・高山）

信 用 組 合（岐阜商工・飛騨・益田・イオ・岐阜県医師）

農業協同組合（岐阜県内のすべての農業協同組合）

労 働 金 庫（東海労働金庫）

ゆうちょ銀行（全国のゆうちょ銀行）

．ご連絡いただければ、預金口座振替依頼書をお送りしますので、ご記入の上ご返送くだ

さい。事務局の方で手続きします。

．お取引金融機関の口座からの振替日は下記のとおりです。ただし、振替日が金融機関休

業日の場合は、その翌営業日となります。

【お申込み・お問い合わせ先】

一般社団法人 岐阜県産業環境保全協会

（ ）

ご利用にあたって

正会員

期 第 ・四半期 第 ・四半期 第 ・四半期 第 ・四半期

月 日 月 日 月 日 月 日 月 日

金 額 円 円 円 円

賛助会員 月 日 円
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お 知 ら せ

電子マニフェストシステム（愛称 ）の加入申込み
事業者のマニフェスト事務の効率化のために

申込み方法
（公財）日本産業廃棄物処理振興センター ホームページの 申込フォームから申込みく
ださい。

利用料金
排出事業者

収集運搬業者
処 分 業 者

問い合せ先
（公財）日本産業廃棄物処理振興センター
ホームページアドレス
サポートセンター 電話 （フリーアクセス、通話料無料）

電話等フリーアクセスがご利用できない場合は、 までおかけください。

利用区分 収集運搬業者
処 分 業 者

処分報告機能のみ 処分報告機能 次登録機能
料金 料金

基本料（ 年 間） 円 円 円 円

使用料（登録情報 件につき） 円 （ 件まで無料）
件から 円

利用区分の目安と
なる年間登録件数 件以上 件以下

処分終了報告、最終処分終了報告を行う機能のみの料金です。
上記 の機能と併せて、中間処理語の残さを電子マニフェスト登録（ 次マニフェスト登録）する機能の料

金です。

収集運搬業者の加入単位 任意（業者単位で加入、 業者の複数加入も可能）
処分業者の加入単位 処分事業場単位（同一敷地内に中間処理施設及び最終処分施設がある場合、 事業場

とすることも可能）

利用区分 料 金 料 金 少量排出事業者団体
加入料金（ 料金）

基本料（ 年 間） 円 円 不 要

使用料（登録情報 件につき） 円 （ 件まで無料）
件から 円 円

利用区分の目安と
なる年間登録件数 件以上 件以下 ──

排出事業者の加入単位 任意（排出事業場単位または排出事業場を管轄する本社、支店、営業所単位など）

岐阜県内の加入状況 平成 年 月 日現在

加 入 区 分 加 入 者 数
排 出 事 業 者
収 集 運 搬 業 者
処 分 業 者
合 計



─ ─

お 知 ら せ

産業廃棄物管理票（マニフェスト）等の購入について

【産業廃棄物管理票（マニフェスト）の購入方法】

協会事務局で直接購入する場合

窓口にて購入申込書に必要事項を記入していただき、現金と引き換えで購入してください。

発送を希望する場合

次ページの「産業廃棄物管理票（マニフェスト）購入申込書」に必要事項をご記入の上、

で送信をしてください。

申込書の記載内容を確認後、翌営業日（土日祝日を除く）に発送します。ただし、協会の行事、

諸事情によりご希望に添えない場合がありますので、ご了承ください。

産業廃棄物管理票代金及び送料は発送の際に同封する「払込取扱票」により、到着日を含め

日以内にゆうちょ銀行（郵便局）へお振込みください。なお、振込手数料は無料です。

送料について

会員は無料、非会員は購入者の負担となります。

非会員は、産業廃棄物管理票代金と共に送料をお振り込みいただきます。

詳細につきましては、事務局までお問い合わせください。

【産業廃棄物管理票（マニフェスト）の書き方等の小冊子の購入方法】

産業廃棄物管理票（（公社）全国産業廃棄物連合会発行）、建設系廃棄物マニフェスト（建設六

団体副産物対策協議会発行）の書き方等の小冊子を希望される方は、次ページ「産業廃棄物管理

票（マニフェスト）申込書」の冊子欄に数量をご記入ください。マニフェストと同送いたします

ので、マニフェスト代金と併せてお支払いください。
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産業廃棄物管理票（マニフェスト）購入申込書

次のとおり購入しますので申し込みます。
（単票 箱 セット入、連続票 ケース セット入）

建設系廃棄物マニフェストは、（一社）岐阜県建設業協会においても購入できます。

次のとおり産業廃棄物管理票書き方の小冊子を申し込みます。

平成 年 月 日

住 所

会 社 名

代表者氏名又は

取扱責任者氏名

電 話 番 号

番号

（注） 印の欄は、記入しないでください。

．

管理票（マニフェスト）の区分 種 類 単価（円） 数 量

産業廃棄物管理票【直行用】 枚綴り

公益社団法人全国産業廃棄物連合会発行

単 票 箱

連 続 票 ケース

産業廃棄物管理票【積替用】 枚綴り

公益社団法人全国産業廃棄物連合会発行

単 票 箱

連 続 票 ケース

建設系廃棄物マニフェスト 枚綴り

建設六団体副産物対策協議会発行

単 票 箱

連 続 票 ケース

事務局記入欄

支払

方法

発送 払込

窓口 現金

整 理

産業廃棄物管理票（公益社団法人全国産業廃棄物連合会発行）
【直行用・積替用】の「マニフェストシステムがよくわかる本」

版 ページ
冊 円（実費） 冊

建設系廃棄物マニフェスト（建設六団体副産物対策協議
会発行）の「建設系廃棄物マニフェストのしくみ」

版 ページ
冊 円（実費） 冊

（一社）岐阜県産業環境保全協会 御中
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お 知 ら せ

お知らせ

保全協 について
平成 年 月 日（第 号）、 月 日（第 号）及び 月 日（第 号）で会員の皆様にお知

らせした内容は次の項目です。

（第 号）

廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令の一部を改正する政令等の施行について

「平成 年度産業廃棄物処理実務者研修会（基礎コース）」の開催について（再度の案内）

（第 号）

有害物ばく露作業報告対象物（平成 年対象・平成 報告）について

連合会が発行する産業廃棄物管理票における産業廃棄物の種類として廃水銀等の追加につ

いて（廃水銀等の特別管理産業廃棄物への指定にともなう追加）

平成 年度税制改正大綱の決定について

（第 号）

平成 年度各種講習会開催日程について

事務局からのお願い

会員各位

社名・代表者職氏名・所在地・電話番号・ 番号に変更が生じた場合は、事務局へ

にてご連絡ください。

ホームページを開設された場合は、ホームページのアドレスを事務局へ にてご連絡く

ださい。

電子マニフェストに加入された場合は、電子マニフェスト加入証の写しを、事務局へ送付く

ださい。

正会員（処理業者）各位

岐阜県・岐阜市許可区分及び岐阜県・岐阜市許可品目の追加、削除等が生じた場合は、該当

する許可証の写しを、事務局へ送付ください。

許可を更新された場合は、該当する許可証の写しを事務局へ送付ください。お手数ですが、

許可の年月日から 日以内にお願いします。

優良認定、優良確認を受けられた場合は、該当する許可証の写しを事務局へ送付ください。

お手数ですが、許可の年月日から 日以内にお願いします。
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協会のシンボルマーク

編編 集集 後後 記記編 集 後 記

保全協会報「ぎふ環境保全」編集委員

委 員 長 石 原 幸 喜

副委員長 濱 岡 直 彦

各 務 剛 児 川 合 秋 男 川 合 雅 和 野々村 清

編集顧問

大 野 安 一

平成 年 月 日発行 第 号
編集
発行 一般社団法人岐阜県産業環境保全協会

理事長 粥 川 長 司
岐阜市薮田南 丁目 番 号 岐阜県水産会館 階

＠
印 刷 共 和 印 刷 株 式 会 社

月は新事業年度が始まる最初の月で、前年度の総括や新年度の計画、準備などで慌ただしい
時であります。本来なら新年度の抱負など述べたいところでありますが、今年に入ってとんでも
ない事件が起きましたので、これについて触れてみたいと思います。
あるカレーチェーンが異物混入の恐れがあるとして廃棄処分した冷凍食品が、あろうことか依
頼を受けた廃棄物処理業者が食品業者に横流しして、それらが店頭に並んで一部は消費者の口に
入ったという事件であります。
事件の概要については既に読者諸兄はご存知だと思いますが、廃棄物処理業者が愛知県にあり、
店頭に流した食品会社が岐阜県とあって、私どもにとっては強い衝撃を受けた事件でありました。
事件の詳細については、現在関係当局によって捜査中であり、いずれ全容が解明されると思い
ますが、現時点で明らかなことは、次のような市民感情の広がりではないでしょうか。
《やっぱり、廃棄物処理業者は信用できない》
しかし、廃棄物処理事業は事件が起きる度に関係法令が整備され、法令順守が厳しくなってき
た経緯から、関心のある市民なら次のような疑問が生じたのではないでしょうか。
《廃棄物処理業者を指導・監督する関係当局は、長年の不正になぜ気づかなかったのであろうか》
《廃棄物排出事業者は、委託先が適正に処理していることを確認していなのでしょうか》
仏教では、最も簡単で誰でもできる修行の一つに、自分の寝起きする場所を清める、掃除をす
ることを掲げています。市民生活を支える産業活動から生じる廃棄物の処理事業は、まさにお釈
迦様が教えられている清掃そのものではないかと常々思っています。
単なるお金儲けでなく、廃棄物処理業者はもちろん、排出事業者も監督官庁も、また、一般市
民も自分たちの生活環境を清潔にするという理念をよくよく弁え、力を合わせて健全で健康な国
家社会の建設に努力したいものであります。

［言葉の宝石］

口を以て己れの 行 を謗ること勿れ。耳を以て人の言を聞くこと勿れ。（言志晩録 ）
（その意味）
この言葉は、郷土の偉人佐藤一斎先生著言志四録（三）に掲載されているもので、その意味は
自分の口で自分の行いを悪くいうものではない（心で非を改めるがよい）。
自分の耳で他人のいう言葉を聞いてはいけない（他人の言葉を聞くときは、そのうわべを耳で
聞くのではなく、その真意を心で判断しなければいけない）。 記 大野 安一










